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◎世帯数

2906世帯
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若者学びの広場

「魚のさばき方教室」

鰆の 3 枚おろしに悪戦苦闘‼
第１回 八坂むらづくり杯

グラウンドゴルフ大会開催

10 月 15日（日）、徳地文化ホー

ルが徳地和紙の作品で賑わいまし

た。午前中は、徳地文化協会の皆

さんが日頃の練習の成果を発表

し、午後のとくぢ伝統芸能まつり

では、中央小 6 年の絵本太功記、

周南市三丘小 5年の傾城阿波鳴門

の浄瑠璃競演に続いて、柚木秋葉

神社の獅子舞が繰り出し、秋穂の

赤崎神社からは天狗や姫も登場す

るお神楽が奉納されました。

（取材：徳地づくり達人塾、池田特派員）

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から

多くの人が、魚は好きだけど、さ
ばくのはちょっとと思っておられる
のではないでしょうか？とかく敬遠
されがちな処理とレシピを中村博隆
氏 ( 栄養管理士、調理師 ) に教わり
ました。戸惑いながら何とか 3 枚お
ろしができ、フライ、プロヴァンス風、
船場汁が完成し、おしゃべりしなが
ら楽しく頂きました。これからは、
自分でさばいて調理できますよ？‼

（取材：徳地づくり達人塾）

１０月１７日、朝、小雨を残しな
がらも、やまぐちサッカー交流広場
の人工芝グラウンドにて、阿東と徳
地の交流大会を開催。やわらかい歩
き心地の人工芝が、これからの利用
のきっかけになればうれしい限りで
す。

（やまぐちサッカー交流広場）

　
徳
地
町
史
編
纂
（
昭
和
五
十
年
三

月
三
十
一
日
発
行
）、
第
九
章
　
徳
地

の
生
活
と
文
化
　
第
三
節
　
人
物
　

　
一
　
維
新
志
士
の
な
か
で
「
山
内

賢
之
允
」
に
つ
い
て
、
子
孫
の
山
内

義
雄
先
生
に
聞
取
り
調
査
し
た
時
に
、

「
ふ
る
さ
と
の
山
」
と
い
う
一
文
を
書

い
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

山
内
義
雄
略
歴

　
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三

月
二
十
二
日
生

　
暁
星
中
学
校
を
経
て
、
東
京
外
国

語
学
校
仏
語
卒
。
京
都
大
学
法
学
部

経
済
学
部
中
退
。
早
稲
田
大
学
文
学

部
・
政
経
学
部
教
授
。
昭
和
三
十
九（
一

九
六
四
）
年
　
定
年
退
職
。

　
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
　

日
本
芸
術
院
賞
を
受
け
、
昭
和
四
十

（
一
九
六
五
）
年
　
日
本
芸
術
院
会
員

と
な
る
。

　
専
攻
フ
ラ
ン
ス
文
学
。「
山
内
義
雄

翻
訳
集
」「
チ
ボ
ー
家
の
人
々
」
等
訳

書
多
数
。

ふ
る
さ
と
の
山
　
　
　
　
山
内
義
雄

　
世
は
移
り
人
は
変
わ
れ
ど
山
河
依

然
た
り
と
い
う
言
葉
を
裏
切
ら
ず
。

　
防
府
か
ら
徳
地
ま
で
の
あ
い
だ
、

さ
す
が
道
路
だ
け
は
目
を
見
張
る
ほ

ど
り
っ
ぱ
に
な
っ
た
が
、
右
田
ヶ
岳

の
姿
と
い
い
、
堀
に
差
し
掛
か
っ
て

な
が
め
た
佐
波
川
の
流
れ
と
い
い
、

橋
の
上
か
ら
の
あ
た
り
の
山
々
の
眺

め
と
い
い
、
今
を
去
る
六
十
余
年
の

昔
、
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
帰
省
し
た

時
の
思
い
出
が
湧
然
と
し
て
思
い
浮

か
ぶ
の
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
思
え

ば
、
中
学
上
級
の
頃
の
こ
と
だ
。
そ

れ
以
来
身
辺
様
々
な
事
情
に
妨
げ
ら

れ
て
、
昨
年
の
秋
十
月
、
お
よ
そ
半

世
紀
余
を
へ
だ
て
て
、
ふ
る
さ
と
の

山
河
に
ま
み
え
た
の
だ
っ
た
。
八
坂

で
は
、
か
っ
て
し
ば
し
ば
文
通
を
交

わ
し
、
お
そ
ら
く
私
の
来
訪
を
楽
し

み
に
し
て
い
て
下
さ
っ
た
で
あ
ろ
う

俳
人
竹
内
夕
絃
さ
ん
も
既
に
世
を
去

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ふ

る
さ
と
の
山
は
な
つ
か
し
き
か
な
、

私
は
あ
れ
ほ
ど
長
い
年
月
を
へ
だ
て

て
、
不
思
議
に
も
は
っ
き
り
覚
え
て

い
た
ふ
る
さ
と
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
、

ま
さ
に
亡
き
両
親
の
腕
の
中
に
優
し

く
抱
か
れ
た
よ
う
な
思
い
だ
っ
た
。

横
野
に
あ
る
両
親
や
亡
兄
の
墓
の
苔

を
払
い
な
が
ら
、「
よ
く
ぞ
帰
っ
て
き

た
」
と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
な

が
ら
、
し
ば
ら
く
落
葉
を
踏
ん
で
立

ち
尽
く
し
た
。
こ
の
秋
も
降
り
続
く

長
雨
に
、
あ
の
あ
た
り
、
お
そ
ら
く

落
葉
が
冷
た
く
散
り
敷
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

徳地文化祭・とくぢ伝統芸能まつり

編
著
　
河
野
　
正

　

完成です！
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■
利
用
者
は
9
万
人
超
/
年

徳
地
に
は
自
然
の
家
が
あ
る
の

は
知
っ
て
い
る
が
、
詳
し
く
は
知

ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
で
す

ね
。
と
い
う
事
で
訪
ね
て
き
ま
し

た
。
平
成
元
年
、
全
国
12
番
目
の

国
立
少
年
自
然
の
家
と
し
て
開
所

（
平
成
13
年
、
独
立
行
政
法
人
化
、

平
成
18
年
、
現
在
の
機
構
に
な

る
）
し
た
国
立
山
口
徳
地
青
少

年
自
然
の
家
（
所
長
：
小
林
真

一
氏
）
は
、
日
暮
ヶ
岳
の
山
麓
、

「
長
者
ヶ
原
」
に
あ
り
ま
す
。
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
大
原
湖

や
愛
鳥
林
一
帯
は
「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
」
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

昨
年
の
利
用
者
数
は
、

9
1
,
9
8
１
人
（
宿
泊
：

7
2
,
6
4
3
人
、
日
帰
：

1
9
,
３
３
８
人
）
で
、
小
中

学
生
の
宿
泊
体
験
学
習
が
最
も
多

く
、山
口
県
内
が
80
％
、県
外
（
広

島
、
福
岡
、
島
根
な
ど
）
が
20
％

で
す
。
他
に
も
高
校
、
大
学
、
専

門
学
校
、
企
業
や
子
ど
も
会
、
家

族
の
利
用
も
あ
り
、
最
近
で
は
グ

ル
ー
プ
の
日
帰
り
利
用
や
石
風
呂

体
験
、
同
窓
会
な
ど
の
ご
利
用
も

増
え
て
い
ま
す
。

■
青
少
年
の
健
全
育
成
、
教

育
の
振
興
が
目
的

人
間
関
係
の
悩
み
や
体
験
不
足

に
よ
り
、
自
信
を
失
い
自
立
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
若
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
青
少
年
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
に
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
運
動
」
や
体

験
活
動
の
機
会
を
増
や
す
た
め
に

「
体
験
の
風
を
お
こ
そ
う
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
長

期
キ
ャ
ン
プ
、
幼
児
キ
ャ
ン
プ
、

森
の
子
く
ら
ぶ
、
星
を
み
る
会
」

な
ど
自
然
の
中
で
子
供
た
ち
の
力

を
伸
ば
す
様
々
な
教
育
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■
地
域
と
の
係
わ
り
に
も
積

極
的
に

山
口
市
と
自
然
の
家
は
連
携
・

協
力
の
協
定
を
結
び
、
地
域
と
の

係
わ
り
に
も
積
極
的
で
す
。
例
え

ば
、
森
フ
ェ
ス
、
ぽ
ん
ぽ
こ
自
然

学
校
、
小
学
校
合
同
の
宿
泊
体
験

学
習
、
夏
祭
り
花
火
大
会
等
で
の

出
店
ブ
ー
ス
、
徳
地
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
な
ど
に

も
参
画
し
て
い
ま
す
。

自
然
の
家
の
中
だ
け
の
活
動
に

留
ま
ら
ず
、
近
隣
の
野
谷
地
区
や

大
原
湖
や
重
源
の
郷
ま
で
大
勢
の

子
供
た
ち
が
延
々
と
歩
い
て
い
る

姿
を
見
か
け
た
人
も
多
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
徳
地
に
あ
る
自

然
の
家
、
そ
の
魅
力
や
大
き
な
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
地
域
の
活
性
化
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。

（
取
材
：
徳
地
づ
く
り
達
人
塾
、

池
田
特
派
員
）

徳地には『自然
の家』があるよ

！

独立行政法人国立青少年教育振興機構
「国立山口徳地青少年自然の家」の皆さん

■
徳
地
和
紙
と
ロ
シ
ア

の
ご
縁

10
月
中
旬
、
本
年
4
月
の

山
口
県
と
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス

ノ
ダ
ー
ル
地
方
の
友
好
協
定

を
契
機
に
、
日
露
青
年
交
流

事
業
の
一
環
と
し
て
、
ロ
シ

ア
人
学
生
44
名
が
紙
漉
き
と

折
り
染
め
を
体
験
し
に
山
口

市
菜
香
亭
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
に
は
手
漉
き
の

紙
が
無
い
ら
し
く
、
紙
漉
き

に
使
う
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
粘

液
に
興
味
を
持
っ
て
触
っ
た

り
、「
手
漉
き
和
紙
は
機
械

を
使
わ
ず
に
作
っ
て
い
る
の

で
す
か
!
」
と
驚
い
た
り
。

和
紙
を
折
っ
て
染
め
る
「
折

り
染
め
」
で
は
、
赤
・
青
・

黄
色
・
オ
レ
ン
ジ
の
4
色
を

用
意
し
た
の
で
す
が
、「
僕

は
緑
が
使
い
た
い
」
と
リ
ク

エ
ス
ト
す
る
学
生
が
い
て
、

お
国
柄
を
感
じ
ま
し
た
。
初

め
て
の
体
験
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
こ

だ
わ
り
の
一
枚
を
楽
し
そ
う

に
作
ら
れ
て
い
た
の
が
、
見

て
い
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

残
念
な
こ
と
に
体
験
時
間

が
短
か
っ
た
た
め
、
徳
地
和

紙
の
背
景
に
あ
る
自
然
の
恵

み
や
先
人
の
知
恵
を
伝
え
き

れ
ず
、
今
後
の
課
題
と
な
り

ま
し
た
。
言
葉
や
文
化
の
壁
、

時
間
の
制
限
な
ど
が
あ
る
時

で
も
、
和
紙
の
魅
力
を
伝
え

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
、
創
意
工
夫
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◀

ハ
ガ
キ
漉
き
の
説
明
を
す

る
千
々
松
友
之
氏
と
ロ
シ
ア

人
学
生
。 
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　長年にわたる民生委員・児童委員
としてのご功績が認められ、藤田義
正さん（藤木）と田戸恵美子さん（三
谷）が表彰を受けられました。
　お二人は、民生委員・児童委員と
して、地域の方の生活相談や助言を
積極的に行うなど、地域福祉の強化
発展に尽くした業績が認められ、授
与されたものです。

健康相談のご案内

　気になる健診結果の見方を分かりやすく説明し、生活習慣
へのアドバイスをします。
　健診を受けられた方は、この機会にぜひご利用ください。

◎開催日時・会場

　　は栄養士による栄養相談です

◎内　容 ・保健師、栄養士による個別相談
 ・健康チェック（血圧、体脂肪率・内臓脂肪レベル、脚の筋肉量など）
◎参加費 無料
◎持参品 特定健診や人間ドックなどの健康診査結果表

問合せ先　
健康増進課健康づくり第三担当　☎５２－１１１４

◎日　時 １２月３日（日）　
 １０時～１２時３０分
◎場　所 徳地山村開発センター　１階　調理実習室
◎対　象 徳地地域に在住・在勤で、おおむね２０～５０歳
 代の方
◎講　師 白木　美和　氏（YABアナウンサー）
◎持参物 エプロン・三角巾（バンダナ可）・タッパー（３ℓ
 以上のもの）タオル（手拭用）１枚
◎参加費 １人　１，６００円　
◎内　容 ①味噌（約２kg（１人で１年分））の仕込みを行い
 　ます。
 　※仕込んだ味噌は、持ち帰っていただけます。
 ②味噌汁の試食を行います。
 ③白木氏より、手軽にとれる発酵食や、麹などの
 　お話を伺います。
◎定　員 １２名
◎申込期限 １１月２７日（月）まで
◎その他 託児を予定しています。ご希望の方はお問合せく
 ださい。

申込先・問合せ先　　
徳地地域交流センター　　☎５２－０２１７

若者学びの広場開催事業

発酵食を食べて元気になろう
～自分で作った味噌で、味噌汁を飲んでみませんか！～

おめでとう

ございます

おめでとう

ございます

11月 12月 １月 ２月 ３月

徳地保健センター 10:00～ 11:30 ２　 ７　 11　 １　 １　

島地分館 10:00～ 11:30 22 　 ２８

八坂分館 10:00～ 11:30 24 　 ２３

串分館 10:00～ 11:00 21 　 15 　 

柚野分館 10:00～ 12:00 11 　 12 　

柚野地域活性化センター 10:00～ 12:00 ２

平成２９年 平成３０年
会　　場 受付時間

藤田 義正さん
●全国民生委員児童委員連合会
　会長表彰（在籍１０年以上）
●山口県社会福祉協議会会長表彰
　（在籍１５年以上）

田戸 恵美子さん
●山口市社会福祉協議会会長表彰
　（在籍８年以上）






